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関
東
に
お
け
る
中
世
か
ら
近
世
へ
の
移
行
に
つ
い
て
は
、
種
々
の
立
場
か
ら
考
察
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
特
に
徳
川
氏
の
関
東

（
１
）

入
国
に
関
し
て
は
、
璽
二
臣
政
権
下
に
お
け
る
徳
川
氏
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
っ
て
異
な
る
見
解
が
一
爪
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
徳
川
家
康
の
入
国

は
、
ほ
ぼ
天
下
制
覇
を
実
現
し
た
豊
臣
秀
吉
の
命
に
従
い
実
施
さ
れ
た
移
封
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
徳
川
氏
に
と
っ

て
は
関
東
を
新
に
政
治
・
財
政
の
基
盤
と
し
な
が
ら
、
領
国
経
営
の
形
成
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
結
果

論
か
ら
で
は
な
く
、
改
め
て
天
正
十
八
年
（
一
五
九
○
）
七
月
の
小
田
原
北
条
氏
の
滅
亡
か
ら
、
徳
川
氏
が
入
国
し
、
江
戸
を
政
治
的
拠
点
に

し
た
八
月
一
日
ま
で
の
推
移
を
具
体
的
に
検
証
し
明
ら
か
に
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
点
を

念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
徳
川
氏
の
関
東
入
国
の
事
情
を
小
田
原
北
条
氏
と
の
関
連
に
よ
っ
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

天
正
十
八
年
二
五
九
○
）
七
月
五
日
、
五
代
九
六
年
に
わ
た
っ
て
関
東
領
国
に
君
臨
し
て
い
た
小
田
原
北
条
氏
は
、
大
軍
を
率
い
た
豊
臣

秀
吉
と
の
攻
略
戦
に
敗
れ
て
滅
亡
し
た
。
代
っ
て
天
下
制
覇
を
実
現
し
た
秀
吉
の
命
に
よ
っ
て
、
徳
川
家
康
が
関
東
で
二
四
○
万
石
の
領
地
を

は
じ
め
に

徳
川
氏
の
関
東
入
国
に
関
す
る
一
考
察
（
村
上
）

徳
川
氏
の
関
東
入
国
の
経
過

徳
川
氏
の
関
東
入
国
に
関
す
る
一
考
察

村
上
直
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徳
川
家
康
の
公
式
の
関
東
入
国
は
八
月
一
日
で
あ
る
。
こ
れ
を
俗
に
「
江
戸
御
打
入
り
」
と
呼
び
、
の
ち
に
は
こ
の
日
を
記
念
し
て
「
八

朔
」
の
祝
賀
日
を
決
め
て
、
幕
府
の
重
要
な
年
中
行
事
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
徳
川
氏
の
家
臣
団
の
一
部
は
、
す
で
に

六
月
以
降
に
江
戸
周
辺
の
調
査
を
行
い
、
七
月
十
二
日
に
は
大
久
保
藤
五
郎
（
の
ち
主
水
）
に
江
戸
の
水
道
治
水
を
命
じ
、
小
石
川
上
水
（
の

ち
の
神
田
上
水
）
の
開
削
を
着
工
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
家
臣
松
平
家
忠
の
日
記
（
『
家
忠
日
記
』
）
に
よ
れ
ば
、
同
月
の
「
十
八
日
日
、
江
戸

（
７
）

へ
つ
き
候
」
と
あ
り
、
家
康
自
ら
も
二
十
日
頃
に
は
江
一
戸
に
入
っ
た
と
い
う
形
跡
も
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
関
東
入
国
と
江
戸
を

移
封
が
約
束
さ
れ
、
次
い
｛

（
６
）

表
さ
れ
た
と
い
う
。
小
田
忘

れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

与
え
ら
れ
て
移
っ
た
が
、
こ
の
と
き
別
に
在
京
賄
料
と
し
て
二
万
石
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
以
前
、
関
東
・
奥
（
陸
奥
・

出
羽
）
両
国
に
対
し
て
は
、
天
正
十
四
・
十
五
年
（
一
五
八
六
・
八
七
）
の
段
階
に
お
い
て
、
豊
臣
秀
吉
が
い
わ
ば
私
戦
停
止
令
と
い
う
べ
き

「
関
東
・
奥
両
国
惣
無
事
」
令
を
発
布
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
東
国
に
お
け
る
諸
領
主
間
の
境
目
紛
争
の
裁
定
は
秀
吉
の
手
に
委
ね
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
令
書
を
取
次
ぎ
執
達
し
た
の
は
上
杉
景
勝
に
代
っ
て
三
河
・
遠
江
・
駿
河
・
甲
斐
・
信
濃
の
五
か
国
を
領
有
し
て
い
た

（
２
）

徳
川
家
康
で
あ
る
。
こ
の
段
階
か
ら
関
東
の
小
田
原
北
条
氏
は
、
秀
圭
□
の
惣
無
事
の
論
理
に
否
応
な
し
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

家
康
の
関
東
・
奥
羽
へ
の
志
向
も
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
天
正
十
七
年
十
一
月
二
十
四
日
、
秀
吉
が
小
田
原
征
伐
の
宣
戦

（
３
）

布
告
を
諸
大
名
に
一
不
し
た
の
は
、
「
境
目
」
紛
争
の
裁
定
に
反
し
た
北
条
氏
に
対
す
る
糾
弾
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
攻
略
戦

（
４
）

に
お
い
て
豊
臣
方
の
主
要
軍
団
は
、
二
一
万
人
を
投
入
し
て
参
陣
し
た
徳
川
家
康
の
軍
勢
で
あ
る
。
家
康
の
積
極
的
な
参
陣
に
よ
っ
て
小
田
原
北

（
５
）

条
氏
の
滅
亡
が
実
現
し
た
と
み
ら
れ
る
な
ら
ば
、
天
正
十
四
年
十
月
、
家
康
が
上
洛
し
、
仮
〈
わ
、
臣
礼
を
と
っ
た
と
し
て
も
、
秀
士
□
の
関
東
制

圧
に
お
い
て
徳
川
家
康
は
き
わ
め
て
重
要
な
位
置
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

小
田
原
北
条
氏
の
滅
亡
は
新
し
い
時
代
を
迎
え
る
歴
史
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
関
東
に
お
け
る
「
中
世
」
の
終
焉
を

告
げ
る
と
と
も
に
、
徳
川
氏
の
入
国
に
よ
る
「
近
世
」
へ
の
幕
開
け
で
あ
っ
た
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。

徳
川
家
康
を
中
心
と
す
る
家
臣
団
の
入
国
は
、
北
条
氏
の
支
城
で
あ
っ
た
江
戸
城
の
落
城
後
、
五
月
二
十
七
日
に
秀
吉
と
家
康
の
間
に
関
東

移
封
が
約
束
さ
れ
、
次
い
で
六
月
二
十
八
日
に
移
封
直
後
の
政
治
的
拠
点
を
江
戸
と
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
七
月
十
一
一
一
日
に
は
関
東
移
封
が
公

（
６
）

表
さ
れ
た
と
い
う
。
小
田
原
落
城
は
七
月
五
日
で
あ
る
か
「
わ
、
攻
略
戦
の
さ
な
か
に
徳
川
氏
の
関
東
入
国
（
関
東
移
封
）
と
江
戸
城
が
決
定
さ

法
政
史
学
第
四
十
七
号

￣

■■■■■■■■■■l■
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徳
川
家
康
が
関
東
入
国
に
よ
り
江
戸
を
政
治
的
拠
点
と
す
る
に
至
っ
た
経
過
は
、
家
康
の
自
発
的
行
動
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
豊
臣
秀
吉

の
発
意
に
よ
っ
て
関
東
移
封
を
命
じ
る
と
共
に
、
そ
の
本
拠
を
「
江
戸
」
に
指
定
さ
れ
た
と
い
う
説
が
一
般
化
し
て
い
る
。
し
か
し
、
筆
者

は
、
関
東
移
封
と
江
戸
の
決
定
に
つ
い
て
、
す
で
に
秀
吉
に
よ
る
一
方
的
な
押
し
つ
け
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
家
康
と
の
合
意
に
よ
っ
て
決

（
８
）

定
し
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
秀
吉
が
天
正
十
年
（
’
五
八
二
）
か
ら
八
年
に
及
び
五
か
国
領

有
時
代
の
実
績
の
あ
る
家
康
に
対
し
、
関
東
へ
の
転
封
と
江
戸
の
決
定
、
さ
ら
に
上
級
家
臣
へ
の
知
行
割
へ
の
介
入
な
ど
、
き
わ
め
て
強
引
に

一
方
的
に
命
じ
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
事
実
と
し
て
受
け
と
め
難
い
こ
と
で
あ
り
、
特
に
江
戸
の
場
合
は
、
家
康
の
側
近
と
し
て
、
地

域
行
政
に
精
通
し
た
地
方
巧
者
の
意
向
を
採
り
入
れ
な
が
ら
決
め
ら
れ
た
と
い
う
見
方
を
と
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
秀
吉
と
家
康
の
長
い
間

の
複
雑
な
政
治
的
関
係
の
結
論
と
し
て
、
む
し
ろ
両
者
の
合
意
に
よ
っ
た
、
豊
臣
政
権
下
に
お
け
る
徳
川
氏
の
関
東
入
国
で
あ
り
、
家
康
自
身

の
関
東
に
お
け
る
積
極
的
な
領
国
経
営
の
構
想
の
な
か
で
江
戸
の
決
定
が
な
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

次
に
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
徳
川
氏
の
関
東
入
国
に
伴
う
江
戸
の
決
定
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
９
）

徳
川
氏
の
関
東
入
国
に
つ
い
て
は
、
斎
藤
月
岑
著
「
武
江
年
表
」
の
天
正
十
八
年
八
月
一
日
の
条
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

ほ
；

〈
「
年
八
月
一
日
、
台
駕
は
じ
め
て
江
戸
の
御
城
へ
入
ら
せ
給
へ
り
、
そ
の
こ
ろ
は
御
城
の
辺
、
葦
沼
汐
入
等
の
地
に
し
て
田
畑
も
多
か
ら

ず
、
農
家
寺
院
さ
へ
所
々
に
散
在
せ
し
を
、
慶
長
に
至
り
始
め
て
山
を
裂
き
地
を
な
ら
し
、
川
を
埋
め
溝
を
掘
り
、
土
民
の
所
居
を
定
め

絵
ひ
し
よ
り
、
万
世
不
易
の
大
都
会
と
は
な
れ
り
。

（
川
）

ま
た
、
大
道
寺
重
祐
著
の
「
落
穂
集
追
加
」
”
御
城
内
鎮
守
の
事
“
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

天
正
十
八
年
八
月
、
御
入
国
被
し
遊
候
節
、
榊
原
式
部
大
輔
と
の
義
は
、
御
入
国
一
三
昧
の
御
用
承
り
に
て
其
下
に
青
山
藤
蔵
ど
の
、
伊

奈
熊
蔵
殿
、
板
倉
四
郎
左
衛
門
殿
、
其
外
夫
迄
の
御
領
知
参
遠
駿
甲
四
ヶ
国
へ
御
置
被
成
た
る
地
方
役
人
衆
の
義
は
、
早
々
江
戸
表
へ

…
の

（
得
）

可
二
罷
越
一
旨
被
二
仰
出
一
候
と
な
り
、
其
節
御
城
内
に
は
、
先
城
主
遠
山
左
衛
門
か
居
宅
其
促
に
て
相
残
り
有
し
之
候
え
共
、
永
々
篭
城
の

居
城
に
決
定
す
る
経
過
に
つ
い
て
、
新
た
に
検
討
を
加
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

二
文
献
に
よ
る
江
戸
と
そ
の
周
辺

徳
川
氏
の
関
東
入
国
に
関
す
る
一
考
察
（
村
上
）

一一一
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一
一
一
秀
吉
・
家
康
の
江
戸
入
部
の
実
情

（
豊
臣
秀
吉
）

（
Ⅲ
）

「
家
忠
日
記
」
に
よ
る
と
、
六
月
一
一
十
六
日
に
「
関
白
様
石
か
け
の
御
城
へ
御
う
つ
り
候
、
諸
陣
二
亥
刻
二
鉄
炮
そ
ろ
へ
候
」
と
あ
り
、
諸

将
は
秀
吉
の
命
を
う
け
て
鉄
砲
を
打
っ
て
小
田
原
城
内
の
兵
を
退
け
よ
う
と
し
た
と
あ
る
。
さ
ら
に
七
月
六
日
に
は
「
雨
降
、
城
中
へ
関
白
様

小
性
衆
弐
人
、
此
方
二
而
ハ
榊
原
式
部
大
輔
城
う
け
と
り
に
こ
さ
れ
候
」
と
あ
り
、
小
田
原
落
城
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
と
き

（
且
一
乙

城
の
請
け
取
り
に
は
徳
川
家
康
の
家
臣
榊
原
康
政
、
井
伊
直
政
、
本
多
忠
勝
、
豊
臣
秀
士
ロ
の
家
臣
脇
坂
安
治
、
片
桐
直
盛
が
赴
い
て
い
る
。
翌

七
日
に
は
「
城
中
関
東
衆
皆
々
御
出
し
候
」
と
あ
り
、
八
・
九
日
に
は
「
地
下
人
出
候
」
と
あ
る
。
即
ち
、
小
田
原
篭
城
の
諸
兵
は
こ
と
ご
と

く
出
城
し
降
伏
し
た
の
で
あ
る
。
家
康
は
、
同
月
十
日
に
「
殿
様
城
へ
御
う
つ
り
候
、
城
中
見
物
一
一
こ
し
候
」
と
あ
る
か
ら
、
は
じ
め
て
小
田

原
城
に
入
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
城
主
の
北
条
氏
政
と
氏
照
兄
弟
が
医
師
田
村
安
栖
宅
で
自
殺
（
十
一
日
）
、
同
氏
直
の
高
野
山
追
放

（
十
二
日
）
の
後
、
十
一
一
一
日
の
条
に
は
「
関
白
様
城
中
へ
御
成
候
」
と
あ
り
、
秀
吉
が
こ
の
と
き
小
田
原
城
へ
入
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ

（
旧
）

い
て
は
以
下
『
朝
野
旧
聞
裏
藁
』
に
よ
る
と
次
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
。

（
七
月
）

十
一
一
一
日
豊
臣
家
小
田
原
城
に
入
て
、
公
の
御
旧
領
五
箇
国
を
駿
河
・
三
河
・
遠
江
・
甲
斐
・
信
濃
改
め
関
東
八
箇
国
伊
豆
・
相
模
・
武
蔵
・
安
房
・

上
総
・
下
総
・
上
野
・
下
野
を
さ
す
。
但
し
八
箇
国
の
説
、
諸
記
異
同
あ
り
、
始
よ
く
記
載
の
多
き
に
し
た
か
ふ
及
ひ
近
江
、
伊
勢
等
の
内
に
て
領
せ
ら
る
へ
き

む
ね
告
ま
い
ら
す
、
依
て
江
戸
城
に
移
り
絵
ふ
へ
き
に
決
す
。

（
漏
）

中
に
捨
置
候
ゆ
へ
、
悪
く
破
損
に
お
よ
ひ
、
そ
の
上
‐
こ
り
ふ
き
に
仕
た
る
屋
根
の
上
を
籠
城
の
節
、
士
に
て
ぬ
り
候
に
つ
き
其
も
り
雫
に

（
腐
）

て
畳
敷
物
等
も
く
さ
り
栗
申
候
を
、
悉
く
御
修
復
被
二
仰
付
「
諸
役
人
昼
夜
骨
を
折
り
、
漸
々
と
御
入
国
の
問
に
合
候
と
有
し
之
義
を
、

長
崎
彦
兵
衛
と
て
甲
州
御
代
官
衆
の
手
代
を
勤
候
よ
し
の
老
人
、
つ
ね
に
物
語
仕
候
を
委
敷
承
り
た
る
事
に
候
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
後
世
の
記
述
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
江
戸
城
周
辺
に
つ
い
て
は
葦
な
ど
が
茂
り
閑
散
た
る
状
況
で
あ
っ
た
と
あ
り
、

江
戸
城
も
破
損
が
甚
し
く
、
き
わ
め
て
粗
末
な
状
態
で
あ
っ
た
と
記
し
て
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
さ
り
に
「
岩
渕
夜
話
別
集
」
、
「
霊
岩
夜
話
」
、

「
江
戸
砂
子
」
な
ど
の
記
述
を
加
え
、
入
国
当
時
の
状
況
を
伝
え
る
通
説
の
出
典
に
な
っ
て
い
る
。

次
に
豊
臣
秀
吉
の
小
田
原
北
条
氏
攻
略
に
お
け
る
徳
川
氏
の
動
向
を
記
し
た
史
料
に
よ
っ
て
、
そ
の
推
移
を
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
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こ
こ
で
江
戸
の
有
様
に
つ
い
て
は
『
岩
渕
夜
話
別
集
』
な
ど
を
出
典
と
し
て
い
る
。

こ
の
と
き
、
家
康
の
関
東
入
国
が
は
じ
め
て
公
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
、
徳
川
氏
の
関
東
入
国
に
つ
い
て
は
す
で
に
内
定
し
て
い
た
も

の
で
あ
る
が
、
前
日
の
十
二
日
に
は
、
江
戸
の
水
道
治
水
を
命
ぜ
ら
れ
た
、
家
康
の
家
臣
大
久
保
藤
五
郎
忠
行
が
、
江
戸
の
西
郊
、
井
ノ
頭
池

を
水
源
と
し
、
小
石
川
上
水
の
開
削
に
着
手
し
た
と
あ
る
か
ら
（
天
正
日
記
、
大
久
保
主
水
由
緒
書
）
、
江
戸
を
居
城
と
し
た
こ
と
も
ほ
ぼ
確

定
さ
れ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
十
一
一
百
の
条
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
載
も
あ
る
。

豊
臣
家
の
旨
に
任
せ
ら
れ
、
井
伊
兵
部
少
輔
直
政
、
本
多
中
務
大
輔
忠
勝
、
榊
原
式
部
大
輔
康
政
に
十
万
石
、
大
久
保
七
郎
右
衛
門
忠
世

に
小
田
原
城
、
内
藤
三
左
衛
門
信
成
に
韮
山
城
を
賜
ふ
。

翌
十
四
日
に
は
「
豊
臣
家
陸
奥
国
に
赴
か
ん
た
め
小
田
原
を
首
途
す
」
と
あ
り
、
こ
の
出
典
の
「
家
忠
日
記
追
加
」
に
は
「
十
四
日
秀
吉
小

田
原
ヲ
発
シ
テ
奥
州
二
赴
ク
北
条
記
、
武
徳
大
成
記
同
じ
」
と
あ
り
、
「
落
穂
集
追
加
」
「
武
徳
編
年
集
成
」
に
も
同
様
の
記
事
が
あ
る
。
し
た
が
っ

て
秀
吉
は
十
日
に
小
田
原
城
に
入
っ
た
家
康
と
十
三
、
十
四
日
の
両
日
、
城
内
に
お
い
て
充
分
に
話
し
合
う
機
会
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ

る
。

の
で
あ
る
。

ほ
ぼ
入
国
後
の
上
級
家
臣
の
知
行
割
も
伊
奈
熊
蔵
忠
次
を
中
心
と
す
る
地
方
巧
者
に
よ
る
地
域
行
政
の
方
法
も
示
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る

徳
川
氏
の
関
東
入
国
に
関
す
る
一
考
察
（
村
上
）

伊
奈
熊
蔵
忠
次
に
関
東
の
代
官
を
命
じ
給
ふ

寛
元
聞
書
日
、
権
現
様
上
意
二
関
八
州
御
代
官
伊
奈
熊
蔵
間
間
］
備
前
守
夏
、
可
二
申
付
一
由
、
本
多
佐
渡
守
ト
ノ
ニ
被
二
仰
付
一
候
、
関
八

州
ノ
御
代
官
一
人
ニ
テ
ハ
如
何
敷
卜
申
上
候
ヘ
ハ
、
｜
人
二
可
レ
仕
モ
ノ
ト
被
二
思
召
一
候
間
可
二
申
付
一
由
也
。
然
ラ
ハ
誓
紙
可
一
一
申
付
一

候
、
｜
段
可
レ
然
前
書
ハ
如
何
可
レ
仕
ヤ
ト
佐
渡
守
殿
窺
被
申
候
ヘ
ハ
如
何
様
ニ
ナ
リ
ト
モ
可
レ
仕
卜
也
、
又
重
テ
熊
蔵
誓
紙
前
書
ハ
如

何
可
レ
仕
候
ヤ
ト
窺
被
レ
申
候
ヘ
ハ
、
先
第
一
ニ
ハ
関
八
州
ヲ
我
物
ノ
如
ク
大
切
二
可
レ
仕
ト
書
セ
可
し
申
、
第
一
一
ニ
ハ
支
配
方
下
ノ
者
二

依
枯
ヲ
仕
問
敷
ト
書
セ
可
レ
申
由
上
意
也
、
三
ケ
條
目
ハ
如
何
卜
奉
レ
窺
候
ヘ
ハ
、
其
分
ニ
テ
ョ
シ
ト
上
意
也
、
則
一
一
ヶ
條
ノ
前
書
ニ
テ

誓
紙
ヲ
仕
候
卜
也
、

五
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こ
れ
に
よ
る
と
、
七
月
二
十
一
日
に
江
戸
の
法
恩
寺
に
お
い
て
秀
吉
と
家
康
が
対
談
し
た
こ
と
に
な
り
、
文
中
の
「
此
城
四
方
無
し
障
、
天

下
無
双
也
。
権
現
様
此
城
へ
御
移
り
可
レ
然
候
旨
、
被
二
仰
達
一
御
通
候
故
、
早
速
御
入
城
被
し
為
し
遊
」
と
あ
る
の
は
、
江
戸
城
が
、
こ
の
時
期

に
城
の
形
態
を
充
分
に
整
え
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

次
い
で
同
月
二
十
四
日
に
は
「
豊
臣
家
江
戸
を
発
進
し
て
陸
奥
国
に
向
ふ
」
と
あ
る
。
こ
の
出
典
の
「
武
徳
編
年
集
成
」
に
は
「
廿
四
日
、

秀
吉
江
府
ヲ
発
シ
絵
フ
是
奥
州
ノ
敵
徒
平
均
ノ
爲
ナ
リ
」
と
あ
る
。
そ
し
て
二
十
六
日
に
は
「
豊
臣
関
白
下
野
国
宇
都
宮
に
着
す
。
本
多
中
務

大
輔
忠
勝
、
上
総
国
庁
南
よ
り
至
り
て
関
白
に
ま
ミ
ゆ
、
関
白
忠
勝
の
武
勇
を
称
し
て
頃
日
得
し
所
の
佐
藤
忠
信
の
兜
を
与
ふ
」
と
あ
る
。

こ
の
記
載
に
よ
る
と
二
十
日
頃
か
ら
家
康
は
江
戸
に
入
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
は
別
に
、
「
武
徳
編
年
集
成
」
に
よ

次
に
十
五
日
に
は
「
豊
臣
関
白
江
戸
に
着
す
。
法
恩
寺
を
も
て
旅
館
と
す
」
と
あ
る
。
こ
の
出
典
の
「
家
忠
日
記
追
加
」
に
は
「
十
五
日
秀

吉
、
武
州
江
戸
一
一
至
ル
」
。
ま
た
「
武
徳
編
年
集
成
」
で
は
「
十
五
日
秀
吉
、
武
陽
二
着
シ
法
恩
寺
二
入
給
フ
大
一
一
一
川
志
同
じ
」
と
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
豊
臣
秀
吉
は
こ
れ
に
よ
る
と
七
月
十
五
日
以
降
は
、
江
戸
の
法
恩
寺
に
滞
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
日
、
秀
吉
は
小
田
原
城
の
蔵

に
あ
っ
た
米
穀
十
万
石
を
家
康
に
与
え
て
い
る
が
、
こ
れ
を
受
け
取
っ
た
の
は
伊
奈
熊
蔵
忠
次
で
あ
る
。
（
「
武
徳
大
成
記
」
「
古
老
夜
話
」
）
。

さ
ら
に
『
朝
野
旧
聞
夏
藁
』
の
記
載
に
よ
る
と
、
天
正
十
八
年
（
一
五
九
○
）
七
月
十
六
日
に
小
田
原
を
出
発
し
た
家
康
の
家
臣
松
平
又
八

郎
家
忠
は
、
同
月
十
八
日
に
江
戸
に
到
着
し
て
い
る
。
そ
し
て
同
月
二
十
一
日
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

廿
一
日
、
松
平
又
八
郎
家
忠
江
戸
を
発
し
て
三
河
に
赴
く
。

原
本
家
忠
日
記
日
、
廿
一
日
庚
申
か
た
ひ
ら
迄
帰
候
。

（
正
）

彦
坂
小
刑
部
元
成
、
平
岩
主
計
頭
親
吉
仰
を
奉
ハ
リ
て
、
篁
早
臣
家
を
饗
応
す
。

文
政
寺
社
本
所
法
恩
寺
書
上
日
、
天
正
十
八
年
小
田
原
御
陣
之
時
、
権
現
様
関
東
御
領
地
之
剛
、
秀
吉
公
為
二
奥
州
陣
一
御
当
地
御
通
也
、

其
節
於
二
御
当
地
一
御
馳
走
御
宿
彦
坂
小
刑
部
、
平
岩
主
計
令
二
談
合
一
於
二
当
時
一
七
月
廿
一
日
昼
御
膳
御
上
り
被
成
候
、
御
城
在
二
御
眼

前
一
秀
吉
公
対
二
家
康
公
一
被
し
仰
候
ハ
、
此
城
四
方
、
無
し
障
、
天
下
無
双
也
、
権
現
様
此
城
へ
御
移
り
可
レ
然
之
旨
、
被
二
仰
達
一
御
通
候

故
、
早
速
御
入
城
被
し
爲
レ
遊
、
万
々
歳
御
繁
昌
也
、
此
寺
御
当
家
御
吉
度
の
基
也
、
御
両
君
入
御
被
爲
在
候
精
舎
一
一
而
一
宗
門
之
規
範

法
政
史
学
第
四
十
七
号

不
し
過
し
之
云
々
。

六

Hosei University Repository



れ
ば
、
同
月
一
一
十
九
日
に
「
神
君
小
田
原
ヲ
発
セ
ラ
ル
大
三
川
志
同
じ
」
と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
家
康
は
こ
の
日
に
は
じ
め
て
小
田
原
か
ら
江
戸

へ
向
か
っ
て
出
発
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
う
な
る
と
、
二
十
六
日
に
江
戸
の
法
恩
寺
に
滞
在
し
て
い
た
秀
吉
と
家
康
が
対
談
し
た
と
い
う
こ
と

は
誤
り
と
な
る
。
つ
ま
り
「
文
政
寺
社
書
上
」
の
法
恩
寺
の
記
載
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
『
朝
野
旧
聞
裏

藁
』
に
よ
る
と
、
さ
き
の
「
文
政
寺
社
書
上
」
の
末
尾
に
は
「
按
ず
ろ
に
東
照
宮
此
頃
ハ
尚
小
田
原
に
ま
し
ま
せ
し
な
り
、
此
書
江
戸
に
あ
ら

せ
ら
れ
し
由
、
記
事
は
誤
な
り
」
と
あ
り
、
つ
ま
り
、
「
文
政
寺
社
書
上
」
の
内
容
に
は
否
定
的
で
あ
る
。

な
お
、
二
十
六
日
の
条
に
よ
る
と
、
「
近
日
、
江
戸
城
に
移
り
給
ふ
に
よ
り
榊
原
式
部
大
輔
康
政
等
仰
を
奉
つ
り
て
御
先
に
参
り
諸
事
を
沙

汰
す
、
江
戸
城
も
破
壊
せ
し
所
あ
る
に
よ
り
て
是
を
修
補
す
」
と
も
あ
る
。

家
康
の
江
戸
城
へ
の
入
封
の
日
に
つ
い
て
は
、
明
確
を
欠
く
部
分
が
多
い
。
こ
の
点
、
の
ち
に
家
康
の
関
東
入
国
を
八
月
一
日
と
す
る
た

め
、
そ
れ
に
合
わ
せ
る
た
め
に
行
動
内
容
が
き
わ
め
て
暖
昧
に
な
っ
て
い
る
と
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

徳
川
家
康
の
関
東
入
国
が
公
表
さ
れ
た
直
後
に
小
田
原
攻
略
戦
の
総
指
揮
者
で
あ
る
豊
臣
秀
吉
が
、
七
月
十
五
日
に
江
戸
に
入
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
家
康
は
二
十
九
日
に
な
っ
て
よ
う
や
く
小
田
原
を
出
発
し
た
と
い
う
こ
と
は
き
わ
め
て
不
自
然
で
あ
る
。
む
し
ろ
本
来
な
ら
ば

江
戸
の
居
城
が
決
定
し
て
い
る
家
康
が
先
行
し
、
江
戸
に
お
い
て
秀
吉
を
出
迎
え
る
と
い
う
順
序
が
と
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
、
中
村

（
旧
）

孝
也
氏
は
『
徳
川
家
康
公
伝
』
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

（
前
略
）
移
封
の
命
を
受
け
た
七
月
十
一
一
一
日
、
公
（
家
康
）
は
黙
っ
て
領
承
し
、
｜
言
も
物
言
わ
ず
、
秀
吉
の
奥
州
進
発
に
先
だ
っ
て
小

（
十
五
日
力
）

（
二
十
四
日
力
）

田
原
を
発
し
て
江
戸
に
入
り
、
十
九
日
江
戸
に
着
い
た
秀
吉
を
迎
え
、
二
十
日
に
奥
州
出
発
を
見
送
り
、
廿
六
日
以
後
の
某
日
急
い
で
下

野
宇
都
宮
に
赴
い
て
先
着
せ
る
秀
吉
に
面
会
し
、
織
田
信
雄
に
対
す
る
秀
吉
の
勘
気
融
和
を
請
い
、
引
返
し
て
八
月
朔
日
正
式
に
江
戸
城

に
入
城
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
八
朔
は
公
の
関
東
入
国
の
記
念
日
と
し
て
、
後
世
永
く
祝
福
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

右
に
よ
れ
ば
家
康
は
秀
吉
よ
り
先
に
江
戸
に
着
き
、
改
め
て
出
迎
え
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
家
康
が
十
九

日
に
江
戸
に
着
い
た
と
い
う
確
証
は
な
い
が
、
恐
ら
く
二
十
日
に
は
江
戸
に
到
着
し
、
翌
二
十
一
日
に
は
法
恩
寺
に
お
い
て
秀
吉
と
面
談
し
、

一
一
十
四
日
に
奥
州
へ
出
発
す
る
秀
吉
を
見
送
り
、
二
十
六
日
以
降
に
宇
都
宮
に
お
い
て
再
び
秀
吉
に
対
談
し
た
と
み
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う

か
。

徳
川
氏
の
関
東
入
国
に
関
す
る
一
考
察
（
村
上
）

七
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注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

水
江
漣
子
氏
の
『
家
康
入
国
』
に
よ
る
と
、
七
月
二
十
一
日
に
秀
吉
が
江
戸
の
報
恩
寺
に
泊
り
家
康
と
対
坐
し
た
と
い
う
の
は
確
証
が
な
い

（
Ｍ
）

と
し
な
が
一
ｂ
も
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
文
政
寺
社
方
書
上
」
に
は
、
お
よ
そ
九
百
八
十
の
寺
が
記
さ
れ
て
あ
り
、
そ
の
う
ち
起
立
年
代
を
あ
き
ら
か
に
で
き
る
も
の
の
な
か
か

ら
、
天
正
十
八
年
以
前
に
起
立
し
た
も
の
を
求
め
る
と
、
少
く
と
も
七
十
二
の
寺
院
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
（
『
文
京
区
史
』
第
二
巻
）
。
な

か
で
も
、
浄
土
宗
・
曹
洞
宗
・
日
蓮
宗
が
多
か
っ
た
。

い
う
ま
で
も
な
く
法
恩
寺
も
日
蓮
宗
で
、
も
と
本
住
院
と
も
よ
ば
れ
、
京
都
本
国
寺
の
触
頭
で
あ
っ
た
。
大
永
四
年
（
一
五
二
四
）
太

田
道
濯
の
孫
の
資
高
が
父
の
資
康
の
十
三
回
忌
に
あ
た
っ
て
、
下
平
河
に
建
立
し
た
と
い
わ
れ
る
。
六
十
年
を
経
た
由
緒
あ
る
古
寺
と
し

て
、
小
田
原
に
も
知
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
江
戸
城
は
、
そ
の
大
永
四
年
に
、
上
杉
氏
か
ら
北
条
氏
綱
が
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
小
田
原
の
秀
吉
が
、
法
恩
寺
を
旅
宿
と
し
て
え
ら
ん
だ
の
も
、
事
実
と
し
て
み
て
不
自
然
で
は
な
い
。

ま
た
、
も
し
秀
吉
が
七
月
二
十
一
日
ま
で
江
戸
に
い
た
と
す
れ
ば
『
武
徳
編
年
集
成
』
天
正
十
八
年
七
月
に
、

廿
四
日
、
秀
吉
江
府
ヲ
発
シ
玉
フ
、
是
奥
州
ノ
敵
徒
平
均
ノ
爲
也

と
あ
る
の
を
は
じ
め
、
『
大
業
広
記
』
『
大
三
川
志
』
な
ど
が
、
秀
吉
の
江
戸
出
発
を
七
月
二
十
四
日
と
し
て
い
る
こ
と
が
生
き
て
く
る
の

と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

「
家
忠
日
記
」
に
お
い
て
は
、
八
月
一
日
に
家
康
が
江
戸
入
封
し
た
と
い
う
記
載
が
な
い
の
も
検
討
の
余
地
が
大
い
に
あ
る
が
、
八
朔
の
祝

日
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
説
に
よ
れ
ば
寛
永
期
以
降
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
入
封
は
き
わ
め
て
簡
単
な
儀
式
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た

右
の
水
江
氏
の
論
証
か
ら
も
、
法
恩
寺
の
「
文
政
寺
社
方
書
上
」
の
記
事
内
容
は
誤
り
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
こ
こ
で

目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
江
戸
城
が
必
ず
し
も
粗
末
な
城
で
は
な
く
、
関
東
へ
入
国
し
た
家
康
の
居
城
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
明
記

法
政
史
学
第
四
十
七
号

で
あ
る
。

八
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下
野
国
宇
都
宮
か
ら
家
康
は
再
び
二
十
六
日
以
降
江
戸
入
り
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、
従
来
の
説
に
よ
る
と
江
戸
を
通
り
越
し
て
か
ら

東
海
道
あ
る
い
は
他
の
往
還
筋
を
利
用
し
て
入
城
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
家
康
の
江
戸
打
入
り
に
は
、
非
公
式
（
七
月
二
十

日
頃
以
降
）
と
公
式
の
八
月
一
日
の
二
度
に
わ
た
っ
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、
八
月
一
日
の
江
戸
打
入
り
に
つ
い
て
は
、
東

海
道
及
び
他
の
脇
往
還
の
ル
ー
ト
の
利
用
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が
か
な
り
あ
る
。
こ
の
点
、
鈴
木
理
生
氏
は
『
江
戸
と
城
下
町
』
に
お
い

て
「
家
康
と
す
れ
ば
、
新
領
国
が
あ
る
関
東
六
か
国
の
枢
要
な
地
点
に
位
置
す
る
武
蔵
国
江
戸
に
入
る
の
に
、
か
っ
て
の
武
蔵
国
府
の
所
在
地

を
経
由
す
る
こ
と
に
な
ん
ら
か
の
意
義
を
見
出
し
た
で
あ
ろ
う
し
（
中
略
）
大
軍
を
安
心
し
て
通
過
さ
せ
得
る
道
と
し
て
安
定
性
の
大
き
い
経

（
旧
）

略
を
選
ぶ
と
い
う
実
利
面
も
あ
っ
た
」
こ
と
か
ら
「
鎌
倉
ｌ
府
中
ｌ
江
一
Ｐ
を
経
由
す
る
コ
ー
ス
こ
そ
、
当
時
の
一
般
的
感
覚
と
す
れ
ば
ス
ト

（
旧
）

レ
ー
ト
の
コ
ー
ス
で
あ
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
行
程
は
、
家
康
の
死
後
の
翌
年
、
一
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
四
月
駿
河
国
久
能
山
の
神

枢
を
移
葬
す
る
た
め
小
田
原
か
ら
中
原
御
殿
に
至
り
、
こ
こ
か
ら
東
海
道
を
経
由
せ
ず
、
武
蔵
国
府
中
御
殿
に
着
き
、
さ
ら
に
川
越
仙
波
の
喜

多
院
に
至
り
、
忍
城
か
ら
下
野
国
佐
野
に
至
っ
た
行
程
か
ら
も
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
八
月
一
日
、
つ
ま
り
「
八
朔
」
の
入
城
の
場

（
Ⅳ
）

ム
ロ
に
お
い
て
も
、
鈴
木
氏
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

（
前
略
）
家
康
に
雇
従
し
て
江
戸
入
り
を
し
た
軍
勢
の
大
部
分
は
甲
州
か
ら
撤
退
し
府
中
に
集
結
し
て
い
た
軍
団
で
あ
り
、
家
康
は
従
軍

に
わ

中
の
宇
都
宮
か
ら
遼
か
に
、
馬
廻
り
を
従
え
た
程
度
の
僅
か
な
手
勢
で
、
恐
ら
く
宇
都
宮
ｌ
古
河
ｌ
川
越
ｌ
府
中
へ
と
、
こ
れ
ま
た
長
い

時
代
に
わ
た
り
陸
上
交
通
路
と
し
て
安
定
的
に
利
用
さ
れ
て
い
た
経
路
を
た
ど
り
、
甲
州
か
ら
の
軍
団
と
府
中
で
合
流
、
矢
野
氏
（
鎌
倉

幕
府
に
よ
り
江
戸
氏
の
監
視
を
兼
ね
、
江
戸
を
中
心
に
東
国
に
お
け
る
水
陸
の
通
運
機
能
を
一
手
に
掌
握
し
て
い
た
在
地
土
豪
。
「
由
緒

徳
川
家
康
は
、
す
で
に
先
発
の
松
平
家
忠
が
七
月
十
八
日
に
江
戸
に
着
い
た
の
ち
二
十
日
頃
に
江
戸
に
入
っ
て
い
る
が
、
や
が
て
、
一
一
十
四

日
に
奥
州
平
定
の
た
め
に
出
陣
し
た
秀
吉
の
後
を
追
っ
て
、
下
野
国
宇
都
宮
に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
織
田
信
長
の
次
男
信
雄
が
、
家

康
の
旧
領
五
か
国
へ
の
国
替
え
を
拒
絶
し
た
た
め
秀
吉
の
怒
り
を
か
つ
た
が
、
そ
れ
を
解
く
た
め
信
雄
の
頼
み
に
よ
っ
て
出
発
し
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。

四
徳
川
氏
の
江
戸
入
城
行
程
の
再
検
討

徳
川
氏
の
関
東
入
国
に
関
す
る
一
考
察
（
村
上
）

九
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こ
の
見
解
は
き
わ
め
て
傾
聴
に
値
す
る
指
摘
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
家
康
の
江
戸
入
封
に
あ
た
っ
て
は
、
「
武
徳
編
年
集
成
」
に
よ
る

と
、
甲
斐
国
奉
行
の
一
人
で
あ
っ
た
「
成
瀬
吉
右
衛
門
正
一
ハ
九
年
以
前
甲
陽
御
打
入
ノ
時
、
最
初
二
遣
ハ
サ
レ
ド
国
人
ヲ
従
ハ
シ
メ
政
務
ヲ

（
旧
）

執
シ
メ
玉
フ
、
先
蹴
二
依
テ
武
川
鉢
形
二
遣
ハ
シ
暫
ク
彼
城
ヲ
守
一
フ
シ
メ
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
武
田
家
臣
団
の
系
譜
を
重
視
す
る
家
康
は
、

正
式
の
江
戸
打
入
り
に
当
っ
て
も
、
宇
都
宮
か
ら
府
中
に
至
り
、
こ
こ
で
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
の
甲
斐
国
入
部
の
吉
例
に
な
ら
っ
て
、
国

奉
行
の
成
瀬
正
一
が
先
導
す
る
八
千
人
の
軍
団
と
合
流
し
、
隊
伍
を
整
え
て
江
戸
へ
入
っ
た
と
み
る
の
で
あ
る
。
府
中
の
馬
市
は
家
康
の
関
東

入
国
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
が
、
家
康
は
こ
の
「
奥
州
馬
」
が
集
ま
る
府
中
馬
市
を
重
視
し
て
保
護
し
て
い
る
が
、
こ
の
馬
市
は
江
戸
前
期

に
徳
川
氏
の
軍
用
馬
の
調
達
の
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

徳
川
氏
の
関
東
入
国
に
当
っ
て
、
江
戸
を
居
城
と
し
、
関
東
領
国
支
配
の
政
治
的
拠
点
と
し
た
場
合
、
江
戸
西
郊
の
武
蔵
国
多
摩
郡
が
重
要

な
後
背
地
と
な
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
場
合
、
多
摩
郡
の
地
域
の
拠
点
を
な
し
た
の
は
六
所
宮
や
馬
市
が
存
在
し
た
府
中
と
八

王
子
城
下
の
元
八
王
子
周
辺
で
あ
る
。
こ
の
二
点
を
地
域
的
行
政
上
の
中
心
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
摩
郡
の
広
域
的
掌
握
と
山
之

根
地
方
の
再
開
発
を
は
か
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

（
別
）

次
に
徳
川
家
康
の
関
東
入
国
に
当
り
、
『
朝
野
旧
聞
夏
藁
』
に
よ
っ
て
、
天
正
十
八
年
八
月
一
日
の
条
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

八
月
大
－
日
庚
午
干
支
原
本
家
忠
日
記
に
よ
る
江
戸
に
至
ら
せ
ら
る
＆
に
よ
り
、
細
井
喜
八
郎
勝
久
、
品
川
の
鐸
に
出
て
御
駕
を
迎
へ
奉
る
。

此
時
御
手
っ
か
ら
目
貫
を
賜
ふ
、
又
勝
久
が
年
老
た
る
を
憐
み
給
ひ
騎
馬
に
て
従
ひ
奉
る
へ
き
む
ね
恩
命
あ
り
、

こ
の
原
典
と
し
て
「
貞
享
酬
八
糊
書
上
」
「
大
三
川
志
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

市
谷
本
村
の
浪
士
嶋
田
主
計
、
浜
中
太
郎
兵
衛
、
宇
田
川
利
左
衛
門
、
杉
山
七
郎
兵
衛
、
長
尾
庄
兵
衛
、
依
田
権
左
衛
門
等
御
迎
と
し

法
政
史
学
第
四
十
七
号

書
」
に
よ
れ
ば
、

と
考
え
ら
れ
る
。

て
川
崎
宿
に
至
る
。

史
料
は
「
文
政
町
方
市
谷
本
村
町
書
上
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

増
上
寺
の
僧
存
應
門
前
に
て
拝
謁
す
、
依
て
渡
御
あ
り
し
に
存
應
御
茶
を
献
す
。

（
旧
）

矢
野
氏
が
武
蔵
の
府
中
で
家
康
を
出
迎
え
た
と
い
う
記
載
も
あ
る
．
…
：
筆
者
）
の
先
導
を
う
け
て
江
一
戸
入
り
し
た
も
の

￣

○

Hosei University Repository



こ
の
記
載
に
よ
る
と
、
徳
川
家
康
の
江
戸
入
城
の
行
程
は
、
東
海
道
を
通
り
多
摩
川
を
渡
河
し
て
、
品
川
を
経
て
い
る
。
こ
の
と
き
市
谷
本

村
の
牢
人
、
開
発
人
と
百
姓
が
川
崎
宿
ま
で
迎
え
に
出
て
お
り
、
さ
ら
に
増
上
寺
の
門
前
に
て
住
職
源
誉
存
應
が
茶
を
献
じ
た
と
あ
る
。
そ
し

て
江
戸
城
へ
入
城
し
た
の
で
あ
り
、
世
人
は
こ
れ
を
「
関
東
御
入
国
」
と
称
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

（
市
場
）

こ
れ
と
は
別
に
、
内
藤
清
成
の
『
天
正
日
記
』
と
い
う
書
物
に
よ
れ
ば
「
八
月
朔
日
か
の
え
む
ま
は
れ
る
。
い
ち
は
迄
藤
兵
衛
権
右
衛

（
小
向
）

門
、
小
む
か
ひ
に
て
、
忠
右
衛
門
い
る
ノ
ー
書
付
出
す
、
八
半
時
貝
塚
へ
御
着
、
御
膳
被
二
召
上
一
、
七
時
過
御
入
城
、
め
で
た
さ
申
ば
か
り
な

（
別
）

し
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
家
康
の
入
国
は
、
川
崎
の
西
方
、
多
摩
川
沿
い
の
武
蔵
国
橘
樹
郡
市
場
、
同
小
向
を
経
て
桜
田
付
近
の
貝
塚
へ

到
着
し
、
江
戸
城
へ
入
城
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
行
程
は
、
さ
き
の
東
海
道
筋
を
通
っ
た
行
程
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
般
的
に

「
天
正
日
記
」
の
信
愚
性
は
薄
い
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
ま
ま
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
『
朝
野
旧
聞
夏
藁
』
の
記
載
は
、
七
月
二
十
日
頃
の
非
公
式
の
江
戸
打
入
り
に
は
、
一
応
、
想
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
八

月
一
日
の
入
封
に
当
っ
て
は
、
こ
の
記
録
と
は
別
に
む
し
ろ
武
蔵
国
多
摩
郡
の
府
中
か
ら
の
江
戸
入
城
と
考
え
た
方
が
よ
い
と
思
う
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が
大
い
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

徳
川
氏
の
関
東
入
国
に
関
す
る
一
考
察
（
村
上
）

出
典
は
「
創
業
記
考
異
」
「
家
忠
日
記
追
加
」
「
戸
田
本
一
一
一
河
記
」
「
三
河
記
摘
要
」
「
泰
政
録
」
「
武
徳
編
年
集
成
」
「
落
穂
集
」
「
雑
語
筆
記
」
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
家
忠
日
記
追
加
」
に
は
「
八
月
一
日
大
神
君
兵
ヲ
率
シ
テ
、
武
州
江
戸
ノ
城
一
一
移
り
給
フ
囚
制
凹
是
ヲ
俗
二
関
東
御
入
国

卜
云
、
江
戸
ノ
城
ハ
遠
山
左
衛
門
佐
景
政
力
居
城
也
一
云
々
」
と
あ
り
、
「
一
一
一
河
記
摘
要
」
に
は
「
八
月
朔
日
武
州
江
戸
へ
御
移
徒
あ
り
、
是
を
関
東
御

入
国
と
い
ふ
」
、
「
武
徳
編
年
集
成
」
に
は
「
（
八
月
）
朔
日
神
君
武
州
豊
嶋
郡
江
戸
ノ
城
二
遷
リ
タ
マ
フ
同
側
凹
俗
間
二
江
戸
御
打
入
卜
称
ス
」
。
「
落

穂
集
」
に
は
「
天
正
十
八
年
八
月
朔
日
、
家
康
公
小
田
原
を
御
発
駕
被
レ
遊
、
江
戸
の
御
城
へ
移
ら
せ
ら
る
。
是
を
俗
に
其
御
時
代
よ
り
ロ
ハ
今
に
い
た

る
ま
で
関
東
御
入
国
と
は
申
候
と
な
り
」
と
あ
る
。

史
料
は
「
大
三
川
志
」
「
祐
天
物
語
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

江
戸
城
に
入
ら
せ
給
ふ
、
世
是
を
関
東
御
入
国
と
い
ふ
。

Hosei University Repository



る
○

徳
川
氏
の
関
東
入
国
と
江
戸
を
居
城
と
決
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
豊
臣
秀
吉
の
命
に
従
い
決
定
し
た
と
い
う
の
が
、
ほ
ぼ
通
説
と
な
っ

（
、
）

て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
石
川
正
西
聞
見
集
」
の
記
載
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
が
、
次
に
そ
れ
を
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

（
景
政
）

小
田
原
落
城
之
後
、
秀
吉
公
会
津
迄
御
下
有
て
家
康
様
御
在
城
は
江
戸
可
然
ら
ん
と
御
め
き
団
の
よ
し
、
其
比
は
江
一
Ｐ
は
遠
山
居
城
に
て

（
粗
）

ば
か
り

い
か
に
も
麓
相
町
屋
な
と
も
か
や
ふ
き
の
家
百
計
も
あ
る
か
な
し
の
躰
、
城
も
か
た
ち
計
に
て
城
の
や
》
っ
に
も
無
之
あ
さ
ま
し
き
を
き
と

（
搬
倉
）

く
に
秀
吉
公
御
見
立
被
成
候
と
て
、
諸
人
か
ん
し
申
候
、
全
日
の
例
な
ら
は
か
き
く
ら
を
御
さ
し
つ
可
被
成
事
也
、
又
は
小
田
原
可
然
と
可

（
舟
）

被
仰
御
事
也
と
皆
人
申
つ
る
、
右
両
所
は
ふ
な
入
も
な
く
江
一
戸
に
は
お
と
り
た
る
所
な
り
、
江
一
Ｐ
は
年
々
に
万
事
さ
か
へ
ま
し
秀
吉
公
の

御
目
聞
申
も
お
ろ
か
に
て
御
座
候
。

（
羽
）

ま
た
、
「
同
書
」
の
他
の
条
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

（
忠
吉
）

（
武
田
信
吉
）

関
東
御
入
国
之
比
は
、
江
戸
御
城
は
御
本
丸
之
外
一
一
シ
御
丸
御
座
候
つ
る
、
此
内
一
シ
は
福
松
様
御
座
候
つ
る
、
又
一
シ
に
ハ
御
万
様
御

座
候
つ
る
是
を
一
シ
に
被
成
、
今
の
御
本
丸
に
成
申
候
、
山
の
手
は
皆
野
原
に
て
御
座
候
つ
る
西
の
御
丸
も
野
に
て
御
座
候
つ
る
を
新
儀

に
被
成
立
候
、
山
の
手
の
惣
堀
も
其
以
後
に
被
仰
付
、
御
ほ
ら
せ
被
成
候
西
の
御
丸
も
堀
そ
こ
よ
り
石
垣
に
被
成
可
然
と
皆
々
被
御
申
上

候
へ
共
、
将
軍
様
御
合
点
不
被
成
中
ほ
と
よ
り
石
垣
に
被
仰
付
候
、
か
や
う
に
略
被
成
候
儀
も
諸
人
苦
身
御
い
た
ハ
リ
と
其
比
下
々
取
沙

（
多
）

汰
申
候
つ
る
、
江
戸
中
の
御
普
請
の
事
も
本
田
佐
渡
殿
み
な
御
さ
し
つ
次
第
に
て
候
。
（
以
下
略
）

こ
の
二
カ
所
の
記
載
に
よ
る
と
、
必
ず
し
も
江
戸
城
の
景
観
に
つ
い
て
は
一
定
し
て
い
な
い
。
ま
ず
先
に
「
城
も
か
た
ち
計
に
て
城
の
や
う

に
も
無
之
あ
さ
ま
し
き
を
」
と
あ
る
の
に
対
し
、
後
で
は
「
関
東
御
入
国
之
比
は
、
江
戸
御
城
は
御
本
丸
之
外
ニ
ッ
御
丸
御
座
候
つ
る
」
と
あ

（
別
）

次
に
「
岩
渕
夜
話
別
集
」
に
よ
っ
て
み
る
こ
し
」
に
し
よ
う
。

関
八
州
家
康
公
御
領
知
ト
ナ
リ
候
へ
ト
モ
御
在
城
ノ
義
ハ
未
何
方
ト
モ
不
し
被
二
仰
出
一
去
二
依
テ
御
旗
本
ノ
諸
人
ノ
積
十
人
一
一
七
八
人
ハ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

相
川
小
田
原
卜
推
量
仕
ル
其
内
一
一
一
一
一
人
モ
鎌
倉
ニ
テ
可
有
御
座
カ
ナ
ト
申
衆
モ
ア
リ
、
然
ル
処
二
秀
吉
公
卜
御
相
談
，
ノ
上
ニ
テ
武
州
江
戸

五
関
東
入
国
当
時
の
江
戸
城
の
実
態
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右
百
年
以
前
関
東
御
入
国
ノ
剛
ノ
江
戸
ノ
様
子
承
り
伝
へ
考
見
候
へ
ハ
、
今
如
此
ノ
都
卜
罷
ナ
ル
様
子
ニ
ハ
不
被
存
然
ル
ー
一
茅
野
蘆
原
ノ

時
後
々
末
々
迄
繁
昌
ノ
地
タ
ル
ヘ
キ
ト
御
下
墨
被
遊
大
神
君
ノ
御
賢
盧
奉
感
モ
愚
也
、

こ
れ
に
よ
る
と
秀
吉
の
命
に
よ
っ
て
江
戸
入
城
が
決
め
ら
れ
た
が
、
江
戸
城
は
き
わ
め
て
粗
末
で
あ
り
、
東
の
方
は
汐
入
の
芦
原
で
あ
り
、

西
南
の
方
も
萱
原
が
武
蔵
野
の
方
ま
で
続
き
、
城
も
小
さ
く
堀
の
幅
も
狭
い
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
入
国
直
後
は
江
戸

城
及
び
周
辺
の
景
観
は
き
わ
め
て
関
東
領
国
の
居
城
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
を
家
康
が
城
や
城
下
町
の

整
備
と
共
に
、
再
建
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
や
が
て
江
戸
幕
府
の
政
治
的
拠
点
に
拡
充
さ
せ
て
い
っ
た
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
二
つ
の
後
世
の
史
書
に
は
、
矛
盾
が
み
と
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
江
戸
城
が
粗
末
と
い
わ
れ
な
が
ら
も
他
方
で
は
本
丸
と
二
の

丸
が
あ
る
な
ど
城
と
し
て
の
景
観
が
維
持
さ
れ
て
い
た
と
い
う
点
な
ど
で
あ
る
。

次
に
「
岩
渕
夜
話
別
集
」
に
よ
れ
ば
、
重
要
な
記
載
も
あ
る
。
そ
れ
は
「
秀
吉
公
卜
御
相
談
ノ
上
ニ
テ
武
州
江
戸
ヲ
御
居
城
卜
被
仰
出
」
と

（
”
）

あ
る
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
点
『
朝
野
旧
聞
哀
藁
』
の
所
収
史
料
と
し
て
「
弘
織
録
」
の
記
事
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

（
玉
力
）

武
州
浦
和
之
宿
真
一
一
一
一
呈
示
新
儀
流
国
蔵
院
に
代
々
申
伝
候
へ
者
、
神
君
天
正
十
八
年
八
月
朔
日
入
国
之
剛
、
浦
和
之
地
を
御
在
城
に
可
被
遊

（
悪
力
）

御
取
立
哉
之
』
日
、
御
自
身
御
見
分
を
被
遂
候
に
御
要
害
は
宜
敷
被
爲
恩
召
候
得
辻
〈
、
津
口
船
人
要
敷
に
依
て
被
相
止
江
戸
城
二
取
極
被
遊

候
、
依
之
御
普
譜
之
内
此
国
蔵
院
に
被
遊
御
遷
座
候
由
、
今
以
寺
僧
申
伝
ふ
、
又
同
駅
二
国
蔵
坊
と
申
候
験
者
、
今
に
至
て
代
々
存
在

す
、
拙
者
方
に
神
君
金
子
五
両
借
用
被
遊
候
、
御
墨
付
御
判
物
所
持
仕
候
よ
し
、
今
以
猶
慥
に
申
伝
候

徳
川
氏
の
関
東
入
国
に
関
す
る
一
考
察
（
村
上
）

し
、
御
城
ヨ
リ
北
西

普
請
ノ
手
間
少
キ
也

、
、
、
、
、
、
、
、

「
フ
御
居
城
卜
被
仰
出
付
諸
人
手
「
フ
打
テ
是
ハ
イ
カ
ニ
ト
驚
・
ク
子
細
ハ
、
其
時
迄
ハ
東
，
ノ
方
平
地
ノ
分
ハ
麦
モ
カ
シ
コ
モ
汐
入
ノ
芦
原
ニ
テ

町
屋
、
侍
屋
敷
ヲ
十
町
卜
割
付
ヘ
キ
様
モ
ナ
ク
、
初
又
西
南
ノ
方
ハ
ヒ
ャ
ウ
ノ
く
Ｉ
卜
菅
一
原
武
蔵
野
へ
ツ
ッ
キ
ト
コ
ヲ
シ
マ
リ
卜
云
ヘ
キ
様

モ
ナ
シ
、
御
城
卜
申
セ
ハ
昔
ヨ
リ
一
国
ト
持
大
将
，
ノ
住
タ
ル
ニ
モ
非
ス
、
上
杉
家
ノ
家
老
大
田
道
灌
斎
初
テ
縄
ヲ
張
取
立
、
其
後
北
条
家

ノ
遠
山
居
住
セ
シ
迄
ナ
レ
ハ
、
城
モ
チ
イ
サ
ク
堀
ノ
幅
モ
狭
ク
門
塀
，
ノ
躰
迄
、
中
々
浅
間
ナ
ル
様
子
ナ
レ
ハ
関
八
州
ノ
大
守
ノ
御
座
城
卜

可
被
成
様
躰
ニ
ハ
人
々
不
存
寄
モ
理
リ
ナ
リ
、
然
ル
ー
段
々
御
普
請
ヲ
仰
付
ラ
レ
御
旗
本
小
身
衆
ハ
地
形
二
手
間
ヲ
ト
ラ
ヌ
様
ニ
ト
仰
ラ

レ
、
御
城
ヨ
リ
北
西
一
一
ア
タ
リ
大
番
町
ト
テ
最
初
二
屋
鋪
割
ヲ
被
仰
付
、
誠
二
御
積
ノ
如
ク
岡
，
ノ
土
ヲ
引
ナ
ラ
シ
テ
谷
ヲ
埋
ア
ケ
候
１
へ

（
中
略
）

￣

＝
￣
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以
上
、
近
世
後
期
の
編
さ
ん
史
料
に
よ
っ
て
徳
川
氏
の
関
東
入
国
と
江
戸
御
打
入
り
に
関
す
る
文
献
に
基
づ
き
考
察
し
て
き
た
が
、
次
に
近

年
中
世
史
の
研
究
成
果
に
よ
っ
て
、
関
東
入
国
時
に
関
す
る
江
戸
城
及
び
江
戸
周
辺
の
状
況
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

（
配
）

黒
田
基
樹
「
江
戸
城
将
遠
山
氏
に
関
す
る
考
察
ｌ
北
条
氏
の
領
域
支
配
体
制
へ
の
位
置
付
け
を
中
心
に
ｌ
［
及
び
長
塚
孝
「
江
戸
在

（
羽
）

（
卯
）

番
衆
に
関
す
る
一
考
察
ｌ
北
条
氏
秀
の
動
向
と
江
戸
地
域
を
中
心
に
Ｉ
」
、
同
「
戦
国
期
江
一
戸
の
地
域
構
造
」
に
よ
り
、
戦
国
期
に
お
け

る
江
戸
の
位
置
付
け
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
特
に
最
近
で
は
こ
う
し
た
問
題
を
黒
田
氏
が
「
『
御
隠
居
様
』
北
条
氏
政
と
江
戸
地
域

（
別
）

ｌ
戦
国
末
期
江
一
Ｐ
の
史
的
位
置
Ｉ
」
に
よ
っ
て
一
層
明
確
化
さ
れ
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
．
こ
の
黒
田
論
文
は
、
天
正
八
年
八
月
以
後

「
御
隠
居
様
」
と
称
さ
れ
北
条
氏
政
を
中
心
に
戦
国
末
期
に
お
け
る
北
条
領
国
に
お
い
て
江
戸
地
域
の
占
め
る
位
置
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で

こ
れ
に
よ
る
と
、
江
戸
城
を
居
城
に
選
定
す
る
に
当
っ
て
は
、
必
ず
し
も
秀
吉
の
命
を
そ
の
ま
ま
う
け
て
決
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
は
じ

め
家
康
自
身
に
お
い
て
は
武
蔵
国
足
立
郡
浦
和
付
近
を
居
城
に
決
め
よ
う
と
し
た
が
、
内
陸
地
域
で
あ
り
、
物
資
を
水
運
に
よ
っ
て
運
ぶ
の
に

不
便
で
あ
る
た
め
、
結
局
江
戸
湾
に
面
し
、
船
入
り
に
便
利
な
江
戸
に
決
定
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
浦
和
説
に
つ
い
て

は
、
『
参
考
落
穂
集
』
に
も
「
浦
和
の
地
を
御
在
城
に
御
取
立
遊
哉
と
て
御
自
身
御
見
分
遂
ら
れ
し
」
と
あ
り
、
家
康
自
ら
の
浦
和
の
選
定
意

（
妬
）

向
が
強
く
あ
っ
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
江
一
Ｐ
の
選
定
は
秀
吉
と
の
合
意
で
あ
る
と
辻
〈
に
、
む
し
ろ
家
康
が
側
近
の
本
多
佐
渡

守
正
信
ら
を
筆
頭
と
し
、
地
方
巧
者
の
意
向
を
採
り
入
れ
な
が
ら
決
定
し
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
幻
）

こ
の
点
に
つ
い
て
竹
越
与
三
郎
著
『
日
本
経
済
史
』
に
よ
る
と
、
徳
川
家
康
の
江
戸
を
居
城
す
る
経
緯
に
つ
い
て
「
家
康
当
時
、
豈
に
天
下

の
中
心
と
し
て
、
江
戸
を
経
営
せ
し
も
の
な
ら
ん
や
、
秀
吉
の
勧
誘
に
従
っ
て
、
｜
時
之
に
従
ひ
し
の
み
、
而
し
て
江
戸
を
居
城
と
定
む
る
に

（
立
脱
力
）

先
ち
て
、
彼
は
武
蔵
の
浦
和
を
検
討
し
て
、
此
に
居
城
を
定
め
ん
と
せ
し
が
、
其
地
、
兵
要
よ
り
見
れ
ば
、
最
も
安
全
な
る
も
、
海
に
遠
く
し

て
、
船
舶
の
出
入
の
自
由
な
ら
ざ
る
を
以
て
、
遂
に
江
戸
に
決
し
た
り
し
な
り
」
と
あ
る
。
こ
う
し
た
見
解
が
す
で
に
と
ら
れ
て
い
た
こ
と
に

注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
「
弘
織
録
」
に
つ
い
て
は
「
朝
野
旧
聞
夏
藁
」
の
編
さ
ん
者
は
「
按
す
る
に
此
書
載
る
所
、
元
よ
り
信
す
る

に
足
ら
さ
れ
と
も
」
と
記
し
て
あ
る
が
、
徳
川
氏
が
江
戸
を
決
定
す
る
当
時
の
事
情
を
伝
え
る
史
料
の
一
つ
と
み
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

六
戦
国
末
期
か
ら
近
世
へ
の
移
行
期
の
江
戸
の
位
置
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あ
る
。
ま
ず
関
東
全
域
の
支
配
を
志
向
す
る
小
田
原
北
条
氏
に
と
っ
て
、
天
正
十
年
代
は
そ
の
最
終
段
階
に
入
っ
た
と
指
摘
す
る
。
氏
政
に
よ

る
江
戸
系
列
の
諸
地
域
に
対
す
る
支
配
が
展
開
さ
れ
る
か
ら
で
、
本
城
小
田
原
の
支
城
と
い
わ
れ
る
江
戸
城
は
、
す
で
に
江
戸
湾
支
配
の
拠
点

で
あ
り
、
そ
の
江
戸
湾
は
、
そ
こ
に
注
ぐ
古
利
根
・
大
日
川
水
系
な
ど
諸
河
川
を
結
び
付
け
る
、
関
東
の
再
生
産
構
造
を
担
う
重
要
な
位
置
に

あ
っ
た
と
み
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
南
武
蔵
支
配
の
重
要
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
軍
事
的
に
も
江
戸
在
番
城
の
動
向
が
よ
く
示
し
て
い
る
と

い
う
。
ま
た
江
戸
は
水
上
交
通
の
他
、
陸
上
交
通
の
面
に
お
い
て
も
、
諸
街
道
の
結
節
点
に
位
置
す
る
重
要
な
位
置
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
小

田
原
が
本
城
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
氏
政
の
「
江
戸
が
い
わ
ば
関
東
八
州
全
域
の
支
配
確
立
に
あ
た
っ
て
中
核
的
拠
点
と
し
て
の
性
格
を
有
す

る
に
い
た
っ
た
と
位
置
付
け
」
ら
れ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
近
年
で
は
、
こ
う
し
た
研
究
動
向
を
裏
づ
け
る
古
文
書
に
よ
る
研
究
や
考
古
学
上
の
発
掘
調
査
も
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
は
図
録
で
あ
る
「
江
戸
湾
の
歴
史
１
１
中
世
・
近
世
の
湊
と
人
び
と
ｌ
』
（
横
浜
開
港
資
料
館
）
、
『
海
に
ひ
ら
か
れ
た
ま
ち

１
１
中
世
都
市
・
品
川
ｌ
」
（
品
川
歴
史
館
）
、
『
下
町
・
中
世
再
発
見
」
（
葛
飾
区
郷
土
と
天
文
の
博
物
館
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
特

に
こ
こ
で
は
そ
の
一
環
と
し
て
『
中
世
の
江
戸
城
と
そ
の
城
下
１
１
中
世
武
蔵
の
戦
乱
と
祈
り
ｌ
」
（
千
代
田
区
立
四
番
町
歴
史
民
俗
資
料

館
）
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
同
書
の
「
中
世
の
江
戸
城
と
そ
の
城
下
」
に
お
い
て
遺
跡
の
発
掘
や
出
土
品
を
あ
げ
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て

館
）
一

い
る
。徳
川
氏
の
関
東
入
国
に
関
す
る
一
考
察
（
村
上
）

こ
の
よ
う
に
遺
跡
か
ら
の
資
料
や
文
献
資
料
か
ら
中
世
の
江
戸
城
や
そ
の
城
下
の
様
子
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
少

し
ま
と
め
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

太
田
道
灌
の
江
戸
城
は
、
多
く
の
文
人
や
高
僧
が
訪
れ
る
な
ど
文
化
的
に
も
華
や
か
な
地
で
あ
り
、
江
戸
湊
に
は
多
く
の
船
舶
や
物
資

が
集
ま
る
と
い
っ
た
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。
鍛
冶
橋
か
ら
出
土
し
た
室
町
時
代
頃
の
人
骨
に
は
、
当
時
外
国
か
ら
初
め
て
も
た
ら

さ
れ
た
梅
毒
の
痕
跡
が
あ
り
、
国
際
交
流
さ
え
あ
っ
た
可
能
性
ま
で
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
江
戸
城
の
市
街
地
に
は
江
戸
城
東
側
の
大
手
町
・
丸
の
内
と
い
っ
た
地
域
が
城
下
を
構
築
す
る
重
要
な
村
で
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
地
域
か
ら
出
土
す
る
遺
物
は
、
板
碑
・
人
骨
と
い
っ
た
墓
阯
に
伴
う
も
の
で
、
多
く
の
人
々
が
暮
ら
し
、
供
養
の
場
が
数
多
く

あ
っ
た
こ
と
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一

五
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以
上
、
徳
川
氏
の
関
東
入
国
と
江
戸
を
政
治
的
拠
点
に
決
定
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
中
世
か
ら
近
世
へ
の
移
行
の
視
点
か
ら
考
察
し
た
。
ま

ず
天
正
十
四
年
、
秀
吉
の
私
戦
停
止
令
と
い
う
べ
き
「
関
東
・
奥
両
国
惣
無
事
」
令
の
発
布
に
当
り
、
そ
の
執
行
を
命
じ
ら
れ
た
家
康
は
、
こ

の
時
点
か
ら
関
東
・
奥
羽
へ
の
志
向
を
強
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
で
に
豊
臣
・
北
条
氏
の
交
渉
過
程
に
お
い
て
中
心
に
位
置
し
た
家
康

は
、
小
田
原
攻
略
戦
に
三
万
人
の
軍
勢
を
投
入
し
、
積
極
的
に
小
田
原
城
開
城
降
伏
工
作
の
役
割
を
果
た
し
、
最
終
的
な
城
の
請
取
り
ま
で
務

め
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
関
東
移
封
は
、
こ
う
し
た
点
か
ら
も
秀
吉
の
発
意
に
よ
っ
て
命
じ
ら
れ
た
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
家
康
の
意

向
を
充
分
に
組
み
入
れ
な
が
ら
、
両
者
の
合
意
に
よ
る
決
定
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

徳
川
家
康
の
江
戸
打
入
り
は
天
正
十
八
年
八
月
一
日
、
つ
ま
り
「
八
朔
」
の
吉
日
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
「
家
忠
日
記
」
や
「
三
河
物

語
」
に
は
そ
の
記
載
は
な
く
、
「
武
徳
大
成
記
」
「
三
河
記
」
な
ど
も
僅
か
に
「
八
月
一
日
、
大
神
君
兵
ヲ
率
ヰ
テ
、
武
州
江
戸
ノ
城
二
移
り
玉

フ
、
是
ヲ
俗
一
一
関
東
御
人
国
卜
云
う
」
と
あ
る
の
み
で
詳
細
な
記
載
は
全
く
な
い
。
む
し
ろ
家
康
は
そ
れ
以
前
か
ら
、
秀
吉
の
行
動
に
合
わ
せ
て
江

戸
に
到
着
し
公
式
の
入
国
の
準
備
を
行
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
従
来
の
入
国
当
時
を
記
し
た
文
献
内
容
を
否
定
す
べ
き
考
古
学
上
の
成
果
が
記
し
て
あ
る
。
な
お
、
文
献
に
お
い
て
も
こ
れ

を
裏
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
史
書
も
あ
る
。
『
天
正
十
八
年
御
入
国
ヨ
リ
御
府
内
井
村
方
旧
記
』
（
練
馬
古
文
書
研
究
会
編
）
に
よ
る
と
次
の
よ

（
マ
マ
）

宮
っ
に
あ
る
。
「
下
練
馬
村
之
儀
者
、
天
正
十
八
年
庚
寅
小
田
原
落
城
後
、
関
八
州
権
現
様
御
手
二
入
、
極
月
江
戸
御
城
入
、
御
家
人
御
供
、
近

在
百
姓
家
を
借
宅
、
御
番
等
御
勤
之
所
、
卯
年
不
残
御
引
移
之
由
」
と
あ
り
、
当
初
は
御
家
人
の
供
は
、
近
く
の
百
姓
家
に
借
宅
し
て
御
番
等

を
勤
め
た
が
、
翌
年
に
引
き
移
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
る
と
江
戸
付
近
に
か
な
り
の
百
姓
家
が
存
在
し
て
い
た
と
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。

お
わ
り
に

法
政
史
学
第
四
十
七
号

こ
の
よ
う
に
、
記
録
や
中
世
の
遺
跡
を
検
証
し
て
み
る
と
、
中
世
の
江
戸
城
を
取
り
巻
く
地
域
は
、
葦
や
茅
の
広
が
る
原
野
で
、
き
わ

め
て
貧
弱
で
あ
っ
た
と
い
う
解
釈
は
あ
ま
り
適
切
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
江
戸
城
下
に
は
江
戸
湊
を
中
心
と
し
た
中
世
都
市
が
広

が
っ
て
い
た
の
で
●
し
よ
う
。

’
一
ハ
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行
割
、
天
正
検
辿

る
と
い
え
よ
う
。

中
世
末
、
戦
国
期
の
江
戸
城
は
小
田
原
北
条
氏
の
支
城
で
あ
っ
た
が
、
北
条
氏
政
が
「
御
隠
居
様
」
と
し
て
領
域
支
配
を
行
い
、
関
東
領
国

の
経
営
に
お
い
て
軍
事
・
民
政
の
重
要
な
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
が
論
証
さ
れ
て
き
た
。
近
く
に
品
川
湊
そ
の
他
の
繁
栄
も
み
ら
れ
江
戸
湾
を
控

え
た
江
戸
の
位
置
は
、
考
古
学
上
の
発
掘
調
査
の
成
果
に
よ
っ
て
、
葦
や
茅
が
広
が
る
原
野
だ
け
で
は
な
く
、
す
で
に
戦
国
期
に
は
江
戸
湊
を

中
心
に
城
下
の
町
が
広
が
っ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

家
康
は
関
東
入
国
を
契
機
と
し
て
、
五
か
国
領
有
時
代
の
個
別
支
配
を
克
服
し
、
は
じ
め
て
関
東
一
円
の
領
国
支
配
を
形
成
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、
戦
国
期
以
来
の
江
戸
の
重
要
性
を
充
分
に
視
野
に
入
れ
な
が
ら
積
極
的
に
、
そ
の
継
承
を
は
か
っ
た
も
の
と

（
犯
）

み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
他
の
小
田
原
・
鎌
倉
・
浦
和
等
の
政
治
的
拠
点
の
候
補
地
を
選
ば
ず
、
江
戸
が
選
定
さ
れ
た
の
は
、
地
形
上
の
好
条
件

を
含
め
、
恐
ら
く
側
近
の
本
多
正
信
や
代
官
頭
伊
奈
忠
次
、
大
久
保
長
安
、
彦
坂
元
正
ら
の
地
方
巧
者
の
進
言
に
も
と
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
、

そ
の
結
果
、
秀
吉
と
の
合
意
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
、
関
東
入
国
直
後
か
ら
開
始
さ
れ
る
家
臣
団
の
知

行
割
、
天
正
検
地
の
実
施
、
寺
社
領
対
策
、
河
川
の
改
修
と
開
削
が
き
わ
め
て
迅
速
に
進
行
さ
れ
た
の
は
、
こ
う
し
た
経
緯
を
背
景
と
し
て
い

江
戸
の
居
城
の
設
定
に
お
い
て
、
江
戸
近
郊
の
武
蔵
野
台
地
は
最
も
重
要
な
後
背
地
で
あ
り
、
武
蔵
国
多
摩
郡
府
中
と
八
王
子
は
そ
の
重
要

な
地
域
的
拠
点
で
あ
っ
た
。
甲
州
武
田
旧
臣
を
含
め
て
地
域
行
政
を
進
行
す
る
に
当
り
、
由
緒
・
伝
統
を
重
視
し
て
府
中
か
ら
江
戸
入
城
を
は

か
っ
た
と
み
る
の
は
き
わ
め
て
妥
当
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

江
戸
城
は
粗
末
な
城
で
あ
り
、
閑
散
と
し
た
周
辺
で
は
な
く
「
文
政
寺
社
方
書
上
」
や
「
石
川
正
四
聞
見
集
」
の
記
載
の
一
部
か
ら
も
入
国

し
た
家
康
の
居
城
に
相
応
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

家
康
の
関
東
入
国
は
、
広
大
な
関
東
の
地
域
性
と
北
条
氏
政
の
「
御
隠
居
様
」
と
し
て
の
領
域
支
配
や
江
戸
城
及
び
城
下
の
存
在
を
充
分
に

視
野
に
入
れ
、
積
極
的
に
確
定
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
来
の
江
戸
後
期
に
作
成
さ
れ
た
史
書
の
多
く
は
、
中
世
と
近
世
の
断
絶

性
を
強
調
す
る
た
め
、
粗
末
な
江
戸
か
ら
急
速
な
江
戸
の
発
展
を
描
こ
う
と
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
点
、
新
た
な
戦
国
期
の
文
献
上
の
研

究
成
果
と
考
古
学
上
の
発
掘
成
果
に
よ
っ
て
、
従
来
の
通
説
的
理
解
が
今
後
は
改
め
ら
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
関
東
に
お
け
る

中
世
か
ら
近
世
へ
の
移
行
は
、
以
上
の
よ
う
な
継
承
と
連
続
的
な
側
面
を
も
ち
な
が
ら
実
現
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

徳
川
氏
の
関
東
入
国
に
関
す
る
一
考
察
（
村
上
）

一

七

Hosei University Repository



法
政
史
学
第
四
十
七
号

〆■、〆白、／~、〆￣、

イヒ且、Ｚ且且
財
一」」」し△▲

註（
１
）
北
島
正
元
『
江
戸
幕
府
の
権
力
構
造
』
。
藤
野
保
『
幕
藩
体
制
史
の
研
究
』
、
同
『
日
本
封
建
制
と
幕
藩
体
制
』
。
川
田
貞
夫
「
徳
川
家
康
の
関
東

転
封
に
関
す
る
諸
問
題
」
『
書
陵
部
紀
要
』
一
四
。
水
江
漣
子
『
江
戸
市
中
形
成
の
研
究
』
。
和
泉
清
司
「
関
東
入
国
時
に
お
け
る
徳
川
氏
の
領
国
形

成
」
『
関
東
近
世
史
研
究
』
一
五
。
村
上
直
「
近
世
初
期
、
関
東
の
支
配
体
制
」
『
論
集
・
関
東
近
世
史
の
研
究
』
所
収
。
煎
本
増
夫
「
徳
川
氏
の
関
東

入
国
」
『
史
誌
』
三
四
、
市
村
高
男
「
関
東
に
お
け
る
徳
川
領
国
の
形
成
と
上
野
支
配
の
特
質
」
『
群
馬
県
史
研
究
』
一
一
一
○
、
他
。

（
２
）
藤
木
久
志
「
豊
臣
平
和
令
と
戦
国
社
会
』
四
三
～
四
六
頁
。
立
花
京
子
「
片
倉
小
十
郎
充
て
秀
吉
直
書
年
次
比
定
」
『
戦
国
史
研
究
』
’
’
一
一
。
粟

野
俊
之
「
東
国
「
惣
無
事
」
令
の
基
礎
過
程
ｌ
関
連
史
料
の
再
検
討
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
「
大
名
領
国
を
歩
く
』
．

（
３
）
伊
達
家
文
書
『
大
日
本
古
文
書
』
。

（
４
）
桑
田
忠
親
・
山
岡
荘
八
監
修
「
小
牧
・
九
州
・
小
田
原
の
役
』
「
小
田
原
の
役
」
（
旧
参
謀
本
部
編
纂
）
二
二
四
、
’
’
四
○
頁
。
豊
臣
方
の
総
数
一

四
万
八
千
人
と
い
わ
れ
る
（
二
四
二
頁
）
。

（
５
）
鈴
木
良
一
「
後
北
条
氏
』
’
七
一
一
～
一
七
三
頁
。

（
６
）
北
島
正
元
『
江
戸
幕
府
の
権
力
構
造
』
一
八
九
～
’
九
○
頁
。

（
７
）
『
川
崎
市
史
』
「
通
史
編
２
近
世
」
四
～
五
頁
。
川
田
貞
夫
、
前
掲
論
文
。

（
８
）
村
上
直
「
徳
川
氏
の
関
東
入
国
と
小
田
原
の
位
置
」
『
お
だ
わ
ら
Ｉ
歴
史
と
文
化
』
五
・
同
「
徳
川
氏
の
関
東
入
国
と
江
戸
周
辺
」
「
東
京
の
文

（
９
）
斎
藤
月
岑
『
増
訂
・
武
江
年
表
』
Ｉ
（
東
洋
文
庫
）
、
三
頁
。

（
皿
）
大
道
寺
重
祐
『
落
穂
集
追
加
』
（
萩
原
龍
夫
・
水
江
漣
子
校
注
『
落
穂
集
』
Ⅱ
江
戸
史
料
叢
書
）
’
八
～
’
九
頁
。

（
、
）
竹
内
理
三
編
集
『
家
忠
日
記
』
一
一
、
’
一
一
一
四
頁
。
以
下
、
『
家
忠
日
記
』
に
つ
い
て
は
同
書
一
一
一
一
四
～
’
一
一
一
七
頁
に
よ
る
。

（
皿
）
「
朝
野
旧
聞
裏
藁
東
照
宮
御
事
蹟
第
一
一
六
五
」
『
朝
野
旧
聞
夏
藁
』
七
、
七
七
三
～
七
七
八
頁
。
以
下
、
『
朝
野
旧
聞
裏
藁
』
に
つ
い
て
は
、

同
書
七
七
一
一
一
～
八
三
八
頁
に
よ
る
。

（
旧
）
中
村
孝
也
『
徳
川
家
康
公
伝
』
二
五
七
頁
。

（
ｕ
）
水
江
漣
子
『
家
康
入
国
』
一
○
○
～
’
○
一
頁
。

（
旧
）
（
旧
）
鈴
木
理
生
『
江
戸
と
城
下
町
』
一
一
二
頁
。

（
Ⅳ
）
鈴
木
理
生
、
前
掲
書
、
一
一
一
一
～
一
一
三
頁
。

四
五
。

￣
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徳
川
氏
の
関
東
入
国
に
関
す
る
一
考
察
（
村
上
）

／~、／■､／~、／~、／=、／~、／~、／~、／~、／~、／~、／戸へ〆=、／~、／~、

３２３１３０２９２８２７２６２５２４２３２２２１２０１９１８
、_ノ、=〆、－ノ、-ソ、=ノ、－ノ、=ノ、､／、=／、=ノ、_／、=／、=／ミー〆、－ノ

鈴
木
理
生
、
前
掲
書
、
一
八
頁
。

「
武
徳
編
年
集
成
」
巻
之
三
九
、
『
武
徳
編
年
集
成
』
上
巻
、
四
六
一
一
一
頁
。

「
朝
野
旧
聞
裏
藁
東
照
宮
御
事
蹟
第
二
六
七
」
『
朝
野
旧
聞
裏
奨
』
七
、
八
一
一
一
二
頁
。

水
江
漣
子
『
家
康
入
国
』
九
四
～
九
五
頁
。
同
『
江
戸
市
中
形
成
史
の
研
究
』
八
○
～
八
六
頁
。

『
石
川
正
西
見
聞
集
』
（
埼
玉
県
立
図
書
館
）
七
五
～
七
六
頁
。

同
右
、
八
九
頁
。

『
朝
野
旧
聞
衰
藥
東
照
宮
御
事
蹟
第
二
六
七
」
『
朝
野
旧
聞
貞
蘂
』
七
、
七
七
六
～
七
七
七
頁
及
び
八
一
一
一
六
～
八
一
一
一
七
頁
。

同
右
『
朝
野
旧
聞
夏
蕊
』
七
、
八
三
七
頁
。

鈴
木
理
生
、
前
掲
書
、
一
六
頁
。

竹
越
与
三
郎
『
日
本
経
済
史
』
三
巻
、
四
五
八
頁
。

東
京
都
北
区
『
文
化
財
研
究
紀
要
』
五
、
’
九
九
一
年
。

戦
国
史
研
究
会
編
『
戦
国
期
東
国
社
会
論
』
’
九
九
○
年
。

東
京
都
江
東
区
『
文
化
財
研
究
紀
要
』
四
、
’
九
九
三
年
。

東
京
都
北
区
『
文
化
財
研
究
紀
要
』
七
、
’
九
九
四
年
。

黒
田
基
樹
氏
も
、
こ
の
点
、
註
（
別
）
の
論
文
で
家
康
の
江
戸
城
を
本
拠
に
し
た
こ
と
は
、
当
然
の
選
択
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

一

九
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